
長岡市の部活動の現状
～部活動指導員の配置事業の検討にあたって～

学校教育課



長岡市の現状

教職員数は減少生徒数・運動部員数は減少傾向

・部活動の開設数はほぼ横ばい
・教職員数、生徒数、運動部員数は年々減少
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現状と課題１現状と課題１

53  46  0 

1,経験がある 2,経験がない 3,無回答

72  28 

1,指導経験がある 2,指導経験がない

１ 担当種目の活動経験があるか ２ 過去に担当種目の指導経験があるか

２０代：５７％、３０代：３４％、４０代：１７％、５０代２２％

・担当種目の活動経験のない教師（指導者）が約半数
・担当種目の指導経験のない顧問が約３割
・負担感は６割以上が実感

・負担感の１位は技術指導、２位は保護者対応

※ 過去に種目の指導経験がない年代別割合

３ 平日部活動の負担感 ６４％

7 26 52 12 2

1,全く負担は感じない 2,あまり負担は感じない 3,多少負担を感じる 4,大いに負担を感じる 5,無回答

(H29・7  主顧問アンケートより）

7  26  52  12  2 

４ 休日部活動の負担感 ６６％

7  21  40  26  5 

1,全く負担は感じない 2,あまり負担は感じない 3,多少負担を感じる 4,大いに負担を感じる 5,無回答

1,技術指導

2,大会引率

3,大会運営

4,練習試合の立案

5,生徒指導

6,保護者対応

7,子どもとの人間関係

8,負担感を感じない

9,その他
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５ 負担感の

具体的内容 ２項目選択
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現状と課題２現状と課題２
・顧問の指導ははマナーや礼儀を重視

・部活動指導員の導入は３６％が希望

・活用理由は、1位：技術指導・2位：余暇時間の確保

・顧問は指導方針の一致が不安

２項目選択

1,活用したい 2,活用の必要がない 3,わからない 4,無回答７ 部活動指導員の

導入について

(H29・7  主顧問アンケートより）

1,体力・精神力の向上

2,ある程度の勝利とスポーツ等の楽しさ

3,スポーツ・芸術等に親しむ資質

4,マナーや礼儀

5,良好な人間関係

6,うまくなる喜び

7,自己の成長の気付かせ

8,その他

32 
29 

9 
53 
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16 

19 
0 

６ 部活指導で大切に していること
２項目選択

36  21  32  11 

1,専⾨的技術指導

2,子どもと触れ合う時間の確保

3,教材研究ができる

4,校務分掌等ができる

5,家族や自分の時間増加

6,その他

74 

11 

15 

23 

59 

8 

２個選択８ 部活動指導員活用の理由

21  20  13  33  9  4 

1,自分で指導が可能 2,連絡調整が煩わしい

3,指導や引率が不安 4,指導方針の違いによる不安

5,その他 6,無回答

９ 部活動指導員の必要がない理由

１ ２ ３ ４ ５ ６

3



対応策

１ 部活動指導員の配置(国）

部活動
指導員

担当
教諭

連携

指導計画等共有

単独指導
・引率

より気軽
に相談

国・県・市の動き

H29・4 学校教育法施行規則の一部改正

部活動指導員を学校職員として位置づけ

技能に関
する質問

分担して
手厚い指導

３ 長岡市の対応策

②校長会と部活動懇談

①部活動主顧問にアン
ケートを実施（7月）

国・県：部活動の適切な練習時間や休養日の設定など、
適正化を検討中

・国：運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン ２９年度末
・県：国のガイドラインを踏まえ、県独自のガイドライン ３０年夏

生徒

引率

２ 適切な部活動運営（国・県）

手厚い指導

長岡市
として

※夢づくり推進事業
部活動遠征費補助
適正な部活動について(4月校長会）

②校長会と部活動懇談
会を開催（8月・10月）

③部活動指導員の導入に
向けた検討
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長岡市の検討状況 H29・8月・10月 校長会との懇談会にて

部活動指導員導入により期待される効果

・部活動の質的な向上

専門的な指
導の実施

適切な練習
方法による
事故・けが
の防止

部活指導に
負担を感じ
ている顧問
の支援

生徒と触れ
合う時間の
確保

校務分掌や
教材研究の
時間確保

休日の部活
指導や超過
勤務時間の
削減

・教員の働き方改革

の防止

部活動指導員導入に当たっての課題

学校の教育方針
や、担当教員との
指導方針の一致

学校教育に理解の
ある適任者の人材
確保

部活動指導員の
不適切な指導に
よる過熱化
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国：支援策の概要

部活動指導員に係る 平成３０年度要求額 １５億円
（配置人数：７１００人 １人２１万円程度）

１校当たり３人程 補助割合：国１／３ 補助対象経費

※平成30年度文部科学省概算要求の発表資料 別紙

１校当たり３人程
度を配置

４年計画の初年度
：全体の１／４を計上

市町村が事業主体の場合
都道府県が １／３
市町村が １／３

都道府県、政令指定都市が
事業主体の場合

２／３を負担

・報酬費
・交通費
・出張旅費
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